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1　はじめに

　現在及び将来にわたる実際の生活の場で，家庭科の学習が生きて働き，よりよい生活を目指して

課題を解決するために，子ども一人一人が自分の家庭生活の中から課題をもち，学んだ知識と技能

を用いて，自分なりの工夫を考えて解決策を実践できる学習内容を設定する必要がある。さらに，

家族の一員として，家庭生活を改めて見つめ直したり，実感したりすることによって，現実の自分

の生活の中から課題を見いだし，身に付けた知識や技能を活用して生活をよりよくしようと工夫

し，進んで実践しようとする思いや願いが持続することが重要であると考える。

　そのためには，より実生活と関連を図った問題解決的な学習を効果的に取り入れ，家庭生活で生

かしたいという思いや願いが持続する学習内容が大切であると考える。また，子どもたちは，自分

が家族に支えられているとともに，自分の存在があって家族が構成されているという相互関係に気

付くことで，家族の一員としての自覚をもつことができる。さらに，家族が協力して互いに家庭生

活を支え合うことが大切である。

2　家庭科の特質に応じた主体的・対話的で深い学び

　家庭科教育においては，生涯にわたって自立し共に生きる生活を創造することを重視しており，

家族や家庭，衣食住，消費や環境など，多様な生活事象を学習対象としている。これらの生活事象

に係る問題を解決するために，知識・技能を身に付け，それらを活用する学習過程において，「見方・

考え方」を働かせて思考・判断・表現することが求められる。審議のまとめでは，「家庭科の見方・

考え方」を「生活の営みに係る見方・考え方」として以下のように示している。

　家族や家庭，衣食住，消費や環境などに係る生活事象を，協力・協働，健康・快適・安全，生活文化

の継承・創造，持続可能な社会の構築等の視点で捉え，よりよい生活を営むために工夫すること

　この見方・考え方に示される視点は，相互に関わるものであり，子どもの発達の段階を踏まえる

とともに，取り上げる内容や題材構成等によって適切に定める必要がある。例えば，家族・家庭生

活に関する内容においては，「協力・協働」，衣食住の生活に関する内容においては，「健康・快適・

安全」や「生活文化の継承・創造」，消費生活・環境に関する内容においては，「持続可能な社会の
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構築」を主として考察する視点とすることが考えられる。

　　　「捉え，よりよい生活を営むために工夫すること」とは，

○　時間や空間の広がりで問題を捉える。

○　生活課題を生活経験と関連付けて，多角的に検討し，考える。

○　事象を比較し，事象の優先順位や善し悪し，類似点や差異点を明らかにして考える。

○　根拠や理由を明確にして科学的に考える。

○　自分の生活（家庭や家族）と関連付けて考える。

○　既有の知識を他の事象に適用し，どのように関わっていくか考える。

ことと考えられる。この生活の営みに係る見方・考え方は，日常生活の中から問題を見いだして課

題を設定し，様々な解決方法を考え，実践を評価・改善し，考えたことを表現するといった思考力・

判断力・表現力を発揮させる際に必要なものである。家庭科学習指導においては，このような問題

解決の過程の中で学習内容の深い理解や生活を創造することのできる学びを実現していく必要があ

る。本校家庭科部は，生活の営みに係る見方・考え方を働かせながら，次のように学ぶ姿を深い学

びと捉えた。

　子どもが，生活の中から問題を見いだして課題を設定し，その解決に向けた問題解決の学習過程

の中で，知識や技能を活用し，「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせながら，課題の解決に

向けて自分の考えを構想したり，表現したりするなど，学習内容の深い理解や生活を工夫し創造す

る資質・能力の育成につながる学び

　以上の点から，深い学びの実現のためには，自分の考えを構想したり，表現したりする問題解決

的な学習過程を展開し，生活事象に係る事実的知識が概念的知識として質的に高まったり，主体的

に活用できる技能の習得が図られたりする学習を展開する必要がある。そのために，学習指導にお

いては，「生活の営みに係る見方・考え方」を意識させるために，生活事象を横断的に捉え，空間的・

時間的な広がりを意識させる必要がある。また，生活から問題を見いだし，課題解決への思いや願

いから目的意識を明確にし，課題解決に必要な観点を見いだし，課題解決に向けて「問い」をつな

げる学習過程が大切であると考える。

3　学習指導の具体化

　⑴　生活の営みに係る多様な生活事象を横断的に捉えるための題材の構成

　ア　生活の営みに係る多様な生活事象を横断的にとらえるための題材の構成の基本的な考え方

　題材で扱う生活事象は，『家族や家庭』，『衣食住』，『消費や環境』の３つから考えることができ

る。生活事象を横断的に捉えるためには「協力・協働」，「健康・快適・安全」，「生活文化の継承・

創造」，「持続可能な社会の構築」の考察する視点が必要である。（表１）その際，子どもの発達の

段階を踏まえるとともに，取り上げる内容や題材のねらい，系統などを考え，適切に定める必要が

ある。考察する視点を適切に定めることで指導内容と子どもの生活とを具体的に関連させることが

できる。このように，「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせながら題材における生活事象と

考察する視点を関連付けることで，学習内容の深い理解や生活を創造する資質・能力を育成するこ

とにつながると考える。
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　イ　生活の営みに係る多様な生活事象を横断的に捉えるための題材構成の具体例

　第６学年題材「気持ちよく生活しようⅢ〜快適生活プロジェクト〜」では，生活事象『衣食住の

生活（特に住）』における考察する視点を明確にしていく。考察する視点から，題材における生活

事象の要素を明確にすることで，「住生活」をより多角的に捉えることができる。（図１）さらに，

題材における目的意識が高まり，問題解決的な学習の過程において，「生活の営みに係る見方・考

え方」を働かせながら，目的や追求内容，方法が合っているかなどを吟味したり，現実の課題を意

識した生活での適用の仕方を見いだしたりすることができる。

　⑵　空間軸や時間軸の視点をもった学習内容の設定

　ア　空間軸や時間軸の視点をもった学習内容の設定の基本的な考え方

　家庭科では，家族・家庭生活や衣食住の生活などの現在を時間軸の起点にして，過去に遡ったり，

未来を展望したりする中で様々なことが見えてくる。同様に，空間軸で自分自身や家族という身近

な所から地域，日本，さらに世界へ関心を広げると様々な事象や相互の関係が見えてくる。（図２）

少子化や高齢者・福祉，環境，消費，食や生活経済など生活の諸問題の状況を分析したり，地域や

社会との関わりを考えたりするためにも，この視野の広がりは不可欠であると考える。広がりの中

で，今自分がどの時点・地点にいるかについて自覚することで，目的意識が明確になり，課題解決

への意識がより高まっていくと考える。以上のことより空間軸や時間軸の視点をもった学習内容の

設定が大切であると考える。

図１　快適生活プロジェクトにおける考察する視点と生活事象の要素
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　イ　空間軸や時間軸の視点をもった学習内容の設定の具体例

　第５学年題材「気持ちよく生活しようⅡ〜寒い日の過ごし方〜」の追求計画を立てる際に，空間

軸と時間軸から冬の生活における時点・地点を自覚させることで，自分が追求活動を行うよさを実

感したり，これまで意識していなかった追求活動を進めるために必要な観点を見いだしたりするこ

とができる。住生活」の学習においては，時間軸を遡ると日本や世界のこれまでの住居の歴史とな

り，未来に目を向ければ，これからの住まいや住まいの問題の視点が広がっていく。また，空間軸

を広げると自分の部屋や住まいの設計，地球環境の問題へとつながっていく。時間軸や空間軸を意

識することで，子どもは自分自身を取り巻く生活問題について追求し，解決するための視野が広が

り，課題解決に必要な観点を見いだし，その観点をもとに自分の考えを構想し，学習内容を深く捉

えていくことができる。

　⑶　課題解決に向けて「問い」をつなげる学習過程

　ア　課題解決に向けて「問い」をつなげる学習過程の基本的な考え方

　課題解決に向けて「問い」をつなげる学習過程は，課題解決に向けて自分の考えを構想したり，

表現したりするなど，学習内容の深い理解や生活を工夫し創造する資質・能力を育成するものであ

る。よって，深い学びの実現につながるものであると考える。学びが深まるかどうかは，「生活の

課題発見」で，子どもにとって学ぶ価値があると感じられるかどうかであると考える。日常に目を

向けさせ，問題を感じていることに気付かせる「問い」をもたせることで切実な生活の課題に向き

合うことから学習が始まる。特に導入時には，目的意識が明確になり，子どもの思いや願いが高ま

ることにつながる「問い」をもたせることが大切である。「解決方法の検討と計画」では，「生活の

課題発見」で明確になった目的意識から課題解決し，生活をよりよくする工夫へと向かうために必

要な「観点」を見いだすために必要な「問い」をもたせることが大切である。その際，生活事象を

横断的に捉え，時間軸や空間軸の広がりを意識できることで，課題解決に必要な「観点」が見いだ

され，どのように生活を工夫していくかどのように実践していくかが，明確になると考える。
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　イ　課題解決に向けて「問い」をつなげる学習過程の具体例

　第５学年題材「気持ちよく生活しようⅡ〜寒い日の過ごし方〜」の「生活の課題発見」，「解決方

法の検討と計画」では，それぞれ以下のような「問い」が考えられる。（表２）
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4　学習指導の実際

　課題解決に向けて「問い」をつなげる学習過程「生活の課題発見」における学び合い

　「生活の課題発見」（１・２／ 10 時）で，子どもにとって学ぶ価値があると感じさせる。日常生

活の問題に気付かせる「問い」をもたせることで，目的意識が明確になり，子どもの思いや願いが

高まる。
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5　研究の成果と課題

⑴　成果

・　題材を構成する際，「生活の営みに係る見方・考え方」を働かせながら題材における生活事象

と考察する視点を関連付けることで，子どもの学習内容の深い理解や生活を工夫し創造する資質・

能力を育成することにつながった。

・　時間軸や空間軸の広がりの中で今自分がどの時点・地点にいるかについて自覚することで，子

どもは自分自身を取り巻く生活問題について追求し，解決するための視野が広がり，課題解決に

必要な観点を見いだし，その観点をもとに自分の考えを構想し，学習内容を深く捉える姿が見ら

れた。

・　「生活の課題発見」「解決方法の検討と計画」の過程で課題解決に向けての問いをもたせること

で，子どもが学ぶ価値を実感し，思いや願いを高めることができた。また，どのように生活を工

夫していくかどのように実践していくかを，明確にすることができた。さらに，課題の解決に向

けて自分の考えを構想したり，表現したりするなど，学習内容の深い理解や生活を工夫し創造す

る資質・能力を育成することにつながった。

⑵　課題

・　本年度の研究の成果から，今回住生活で検証された学習指導のポイントは，他の学習内容にお

いても，深い学びを実現するために有効であると考える。他の学習内容においても，深い学びの

様相を具体化し，効果的な教師の働きかけを明確にしていきたい。

・　資質・能力を育成していくために必要な「生活の営みに係る見方・考え方」を第５・６学年の

２学年でどのように身に付けさせ，働かせ，深めていくかを明確にしていきたい。さらに，「生

活の営みに係る見方・考え方」を働かせる学習内容や題材構成を系統的に捉えた年間指導計画の

作成を進めていきたい。

6　付記

　本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校平成 27 〜 29 年度研究紀要で発表した研究内容に基づ

き，家庭科教育において研究をさらに発展させ，その研究の成果をまとめたものである。
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